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平素よりハリマ産業をご愛顧いただき誠にありがと

うございます。早いもので、今年も残すところ一ヶ

月を切りました。2020年、世界は新型コロナウィル

ス感染拡大という未曾有の危機に直面し、日本でも

これまでの生活様式が一変するなど、それぞれが新

しい時代に向けて必死に立ち回る一年となりました。

そんな中、お蔭様でハリマ産業は創業50周年を迎え、

このニュースレターを発行してからも丸三年が経ち

ました。皆様のお力添えに感謝申し上げます。

さて、そんな中、日本では菅義偉氏が新しい総理大

臣となられ、経済的大打撃をうけた日本を背負って

立たれました。菅氏が掲げる「中小企業の生産性向

上」はハリマ産業にとっても急務といえる課題です。

これまでのやり方やこだわりが通用しない時代に突

入したと実感しております。苦労するだろうことは

承知の上で、ハリマ産業は「生産性」「効率化」に

切り込むつもりです。弊社は創業当時から機械化、

IT化に積極的な会社です。しかしながら、日々の業

務に忙殺され、また目先の売上に気をとられ、「新

築に和室が搭載されない時代」を言い訳にあらゆる

ことが感覚的な判断になっていることは否めません。

今一度、社内を個々に分析し判断基準を数値化する

などして冷静に物事を見つめていく必要があると考

えております。そういうことを考える余裕をもつこ

とが生産性をあげることの意義でもあるとも感じま

代表取締役 大久保謙一

す。ふすま業界の行く末は住宅着工件数や和室減少

によってのみ決まるものではないはずですので、ハ

リマ産業は来年も一層の努力を惜しまぬ所存です。

話が戻りますが、このたび総理大臣に就任された菅

義偉氏、実は全国襖工業会（弊社所属）の顧問でも

あります。昨年12月、同会の幹事である池田和弥様

（株式会社池田経師店代表取締役）の企画で首相官

邸に訪問することが叶いました。その際、菅氏との

記念撮影に成功！その時はまさか総理大臣になると

は思ってもみませんでした。とても良い記念になり

ました。

2020年、大変な社会情勢の中、誠にお世話になりま

した。2021年も何卒宜しくお願い申し上げます。

左：菅義偉氏（当時官房長官）と弊社社員宮本とのワンショット
右：記者会見場の壇上でその気になっている宮本



■『ハリマニュース』定期刊行について

情報誌『ハリマニュース』は、2・4・6・10月の年４回発行と
なっております。

■皆様のご意見・ご感想をお寄せ下さい

掲載内容についてのご意見・ご感想をお寄せ下さい。建具に関す
る内容については、弊社の思い込みによる間違い、また地域差も
あると考えております。ご指摘頂ければ励みとなります。
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この秋、「木製玄関ドアの補修・再塗装事業」が

スタートいたしました。本事業では新築時に数百万

円はしたであろう高級玄関ドアを対象とし、建具屋

にしかできない本格的な修繕を行います。玄関ドア

の再塗装を調べると、インターネットでは外壁工事

（塗装）の一環で行うものが多々ヒットしてきます

が、本事業では「塗装剥離、研磨」「埋木」など、

高い技術力を要する本格的な修繕作業を行います。

当時の輝きを取り戻すだけでなく、金物や鍵を最新

のものに換えるなどして使い勝手やセキュリティの

強化もできることから、つよい思い入れがあるご家

庭で支持されております。本事業では非常に高い技

術力が求められ、さらにエントランスドアに対する

造詣が深い者でなければ修繕作業が行えないため、

木製建具界の巨人「山二建具様」にご協力頂いて

おります。（ハリマ産業は窓口と現場施工を行って

おります。）

山二建具様はハリマ産業と同じ千葉県松戸市に本社

工場があり、同じ土地で育った間柄です。約３０年

前、山二兄弟とハリマ兄弟は同じ中学校に通い、学

年は年齢順に立て続けでした。当時は殆ど関わりが

なかったものと記憶しておりますが、まさか数十年

経ってお互い兄弟同士で会社を経営し、同業界で仕

事をする関係になるとは思っておりませんでした。

山二建具様からは学ばせて頂くことが沢山あります

ので、より一層気を引き締めて望みたいと存じます。

本事業を何卒宜しくお願い申し上げます。

埋木塗装剥離・研磨

修繕前→修繕後


